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大
学
は
社
会
の
変
革
を
担
う

人
材
の
育
成
、
研
究
成
果

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
な
ど

重
大
な
責
務
を
有
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
社
会
の
期
待
に
応
え
る
改

革
を
主
体
的
に
進
め
る
中
で
、
本

学
が
め
ざ
す
べ
き
大
学
像
は
、
学

生
が
自
ら
の
人
生
と
社
会
の
未
来

を
主
体
的
に
切
り
拓
く
能
力
を
培

う
大
学
、
地
域
再
生
の
核
と
な
る

大
学
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る

大
学
で
あ
り
、
社
会
の
知
的
基
盤

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
９
学
部
26
学
科
を

有
す
る
総
合
大
学
と
し
て

の
特
長
を
い
か
し
、
教
育
・
研
究

の
分
野
で
各
種
学
校
や
地
域
と
密

接
な
社
会
連
携
を
構
築
す
べ
く
徳

島
県
、香
川
県
、徳
島
市
、高
松
市
、

さ
ぬ
き
市
と
地
域
貢
献
に
関
す
る

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協

定
を
通
じ
て
地
域
社
会
へ
の
貢
献

に
寄
与
す
る
こ
と
は
、
本
学
が
常

に
め
ざ
し
て
い
る
大
学
像
で
も
あ

り
ま
す
。

２
０
１
３
年
度
卒
業
式
が
３
月
15
日
㈯
に
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス

総
合
体
育
館
で
、
17
日
㈪
に
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
村
崎
サ
イ

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
厳
粛
か
つ
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
、１
０
５
４
人
が
希
望
を
胸
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

卒
業
式
で
は
、
桐
野
学
長
が
大
学
院
・
大
学
学
部
・
短
期
大

学
部
の
代
表
者
に
そ
れ
ぞ
れ
学
位
記
・
修
了
証
書
・
卒
業

証
書
を
授
与
し
ま
し
た
。
桐
野
学
長
が「『
自
立
協
同
』を
実
践
し
、

自
分
の
頭
で
考
え
続
け
る
自
立
し
た
人
間
、
視
野
の
広
い
良
き
市

民
へ
と
成
長
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
れ
ば
、
村
崎
理
事
長
は
、「
卒

業
生
の
活
躍
が
本
学
を
照
ら
し
、
本
学
の
活
躍
が
卒
業
生
を
照
ら

す
照
ら
し
合
い
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
」
と
卒
業
生
の
ま
す
ま
す

の
活
躍
を
期
待
し
ま
し
た
。

卒
業
生
を
代
表
し
て
、徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
向
山
結
唯（
人

間
生
活
学
部
心
理
学
科
）
さ
ん
が
「
大
学
で
学
ん
だ
多
く

の
こ
と
を
、
こ
の
先
の
人
生
で
い
か
し
た
い
で
す
」
と
力
強
く
決

意
を
表
し
、
ま
た
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
藤
原
裕
司
（
文
学
部
文

化
財
学
科
）
さ
ん
は
「
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
に
感
謝
し
つ

つ
、『
自
立
協
同
』
の
建
学
精
神
で
己
を
伸
ば
し
、
他
者
を
助
け

る
よ
う
努
力
し
続
け
ま
す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
終
了
後
に
は
、
友
人
ら
と
記
念
写
真
を
撮
る
姿
や
、
在
学

生
が
卒
業
生
へ
向
け
て
花
束
や
色
紙
を
手
渡
し
別
れ
を
惜

し
む
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
は
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
・
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
わ
せ
て

１
０
５
４
人
。
内
訳
は
大
学
院
17
人
、
専
攻
科
13
人
、
大

学
学
部
８
８
２
人
、
短
期
大
学
部
１
４
２
人
。

2013 年 11 月 25 日㈪さぬき市との調印式
桐野豊学長と大山茂樹市長

2月 6日㈭高松市との調印式
大西秀人市長と桐野豊学長

2月 20 日㈭徳島県との調印式
桐野豊学長と飯泉嘉門知事

地域貢献に
関する

連携協定締結

2013 年度

卒業式

徳島キャンパス卒業式 徳島キャンパス卒業式　卒業証書授与 香川キャンパス卒業式　答辞

　

教
育
基
本
法
第
７
条
は
、「
大
学
は
、学
術
の
中
心
と
し
て
、

高
い
教
養
と
専
門
的
能
力
を
培
う
と
と
も
に
、
深
く
真
理
を

探
究
し
て
新
た
な
知
見
を
創
造
し
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
広
く

社
会
に
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る

も
の
と
す
る
」
と
大
学
の
使
命
を
定
め
て
い
ま
す
。
平
た
く

言
え
ば
、
大
学
の
使
命
は
、
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
３

つ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
３
つ
の
使
命
を
統
合
的
に
推
進
す
る
こ

と
に
大
学
の
存
在
意
義
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

本
学
で
は
、こ
れ
ま
で
研
究
と
教
育
の
２
つ
の
使
命
を
「
研

究
に
裏
付
け
ら
れ
た
教
育
」
お
よ
び
、「
教
育
に
刺
激
さ
れ

た
研
究
」
を
遂
行
す
る
こ
と
で
、
推
進
し
よ
う
と
し
て
き
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
こ
れ
に
社
会
貢
献
を
も
加
え
た
統
合
的

な
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

社
会
貢
献
と
は
、
こ
れ
ま
で
は
、
教
員
の
研
究
成
果
を
産

学
共
同
等
に
よ
り
社
会
の
用
に
供
す
る
こ
と
や
、
教
員
が
そ

の
専
門
的
知
識
を
も
っ
て
自
治
体
の
各
種
委
員
会
の
委
員
に

就
任
、
あ
る
い
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
や
社
会
人

を
対
象
と
し
て
出
前
講
義
や
講
演
会
を
行
う
な
ど
、
教
員
の

研
究
成
果
や
専
門
知
識
を
社
会
に
還
元
す
る
と
い
う
こ
と
が

中
心
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味

で
の
社
会
貢
献
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
広
い
意
味
の
社
会
貢

献
＝
地
域
連
携
を
教
育
・
研
究
と
統
合
的
に
、
学
生
の
参
加

の
も
と
に
推
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

地
域
連
携
活
動
を
通
じ
て
、
学
生
た
ち
が
地
域
の
歴
史
、

地
理
、
文
化
、
経
済
、
産
業
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
地
域
に
つ

い
て
関
心
や
理
解
を
高
め
、
地
域
志
向
の
気
持
ち
や
地
域
へ

の
愛
着
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
一
つ
の
方
向
で

す
が
、
も
う
一
つ
は
、
地
域
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
、
地
域

か
ら
学
ぶ
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
生
た
ち
が
、習
得
し
た（
あ

る
い
は
、
こ
れ
か
ら
習
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
）
専
門
知
識

が
地
域
の
課
題
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
の
か
、
地
域
の
課

題
解
決
に
貢
献
す
る
に
は
、
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
知
識
が
必

要
な
の
か
を
考
え
て
、
学
習
や
研
究
に
い
か
し
て
い
く
よ
う

に
す
る
こ
と
で
、
大
学
の
３
つ
の
使
命
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
２
０
１
４
年
度
で
は
、
新
入
生
全
員
が
受
講
す

る
「
文
理
学
」
の
中
に
、
地
域
学
を
開
講
す
る
こ
と
と
致
し

ま
し
た
。
地
域
学
で
は
、
ま
ず
東
四
国
地
域
の
地
理
、
歴
史
、

文
化
、
産
業
、
経
済
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
講
師
は
、

本
学
教
員
の
他
に
、
県
や
市
な
ど
自
治
体
等
か
ら
も
お
招
き

し
ま
す
。
ま
た
講
義
以
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
遍

路
体
験
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。「
な
ぜ
遍
路
は
四
国
な

の
か
」
を
常
に
念
頭
に
置
い
て
歩
き
、
見
て
、
聴
く
こ
と
に

よ
り
何
か
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
を
学
ぶ
、
地
域
に
学
ぶ

学
長
　
桐
野
　
　
豊
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２
０
１
５
年
、私
ど
も
の
学
園
は
創
立
１
２
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
学
園
は
、
１
８
９
５
年
の

創
立
以
来
、「
自
立
協
同
」を
建
学
の
精
神
と
し
、

「
人
間
の
自
立
と
学
芸
の
独
立
」
を
掲
げ
て
教
育

研
究
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
今
、

そ
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
決
し
て

平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
先
人
の
労
苦
を
思
う

と
感
慨
無
量
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、学
祖
村
崎
サ
イ
と
前
理
事
長
村
崎
凡
人

の
熱
き
情
熱
と
魂
を
受
け
継
ぎ
、２
０
０
５
年
に

１
１
０
周
年
を
迎
え
た
後
も
常
に
時
代
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
を
先
取
り
し
な
が
ら
学
部
学
科
の

改
革
、改
組
転
換
に
取
り
組
み
、現
在
、本
学
は
、

５
大
学
院
、
１
専
門
職
大
学
院
、
３
専
攻
科
、

９
学
部
26
学
科
を
有
す
る
文
理
融
合
の
総
合

大
学
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
稚
園
か
ら

大
学
院
ま
で
の
一
貫
教
育
体
制
が
確
立
し
て

い
る
中
で
、
幅
広
く
教
育
の
場
を
提
供
し
、

成
長
を
継
続
し
て
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

社
会
の
多
様
な
要
請
に
応
え
る
人
材
育
成
に

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
年
、
教
育
と
学
習
の
場
は
、
よ
り

広
く
社
会
の
中
に
構
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

さ
れ
、ま
ず
は
地
域
社
会
に
開
く
こ
と
が
大
切
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、１
２
０
周
年
事
業

の
一
環
と
し
て
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」
を
新
築
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
従
来
の
ア
カ
ン
サ
ス

ホ
ー
ル
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
あ
っ
た
２
号
館
を

新
た
に
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
と
し
て
建
設

す
る
も
の
で
す
。

　

地
域
社
会
の
構
成
に
、
教
職
員
と
学
生
が

積
極
的
に
関
与
し
、
学
習
、
研
究
し
、
地
域
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
も
大
学
の
役
割
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
海
外
に
お
い
て
も
連
携
を
広
げ

る
べ
く
、
本
学
に
は
、
ア
ジ
ア
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
の
10
カ
国
に
35
校
の
協
定
校

が
あ
り
、
学
術
交
流
協
定
等
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
積
極
的
に

国
際
化
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

１
２
０
周
年
を
間
近
に
控
え
、
先
人
の
偉
業

の
証
で
あ
る
伝
統
に
感
謝
し
つ
つ
、
学
園
の

さ
ら
な
る
飛
躍
、
発
展
を
期
し
新
た
な
伝
統
を

重
ね
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
た
く
心
よ
り

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

創
立
１
２
０
周
年
記
念
の
一
環
と
し
て
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
エ
コ
施
設
で
あ
る
「
地

域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を
２
号
館
跡
に
建

設
し
ま
す
。屋
上
に
は
太
陽
光
発
電
装
置
を
備
え
、

約
50
Ｋ
ｗ
の
電
力
を
発
電
し
、
ま
た
、
地
下
に
は

夏
季
の
予
冷
、
冬
季
の
予
熱
の
た
め
の
地
中
熱
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
「
ク
ー
ル
ピ
ッ
ト
装
置
」

を
、
さ
ら
に
、
地
下
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
地
下

水
を
利
用
し
た
「
地
中
熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
装
置
」

を
導
入
し
、
冷
暖
房
消
費
電
力
の
低
減
化
を
促
進

し
、
利
用
者
の
快
適
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
新
２
号
館
は
、
パ
ー
ス
（
図
）
の
よ
う
に

ガ
ラ
ス
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
を
用
い
て
い
ま
す

の
で
、
東
・
南
側
の
戸
外
か
ら
も
内
側
を
窺
え
る

開
放
感
の
あ
る
３
階
建
て
の
建
物
に
な
り
ま
す
。

　

１
階
に
は
、
こ
の
建
物
の
メ
イ
ン
と
な
る
「
地

域
連
携
事
務
室･

地
域
連
携
室
」を
設
置
し
ま
す
。

大
学
と
徳
島
県･

徳
島
市
と
の
包
括
連
携
協
定
に

基
づ
き
、
公
開
講
座
や
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、
大

学
と
地
域
が
連
携
し
た
催
し
等
に
積
極
的
に
関
わ

り
そ
の
振
興
を
図
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
生
涯
学

習
の
一
翼
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
部
屋
を
ガ
ラ
ス
の
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
緩
や
か
に
仕
切
る
な
ど
、
開
放
的

で
市
民
に
も
親
し
み
や
す
く
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
学
生
た

ち
の
健
康
相
談
・
診
察
等
に
対
応
す
る
「
保
健
セ

ン
タ
ー
」
を
入
り
口
付
近
に
、
ま
た
、「
静
養
室
」

を
配
置
し
、
安
心
し
て
相
談･

静
養
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
理
学
療
法
の
一

つ
に
「
水
治
療
」
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
技
能
習

得
施
設
で
あ
る
「
水
治
療
実
習
室
」
も
１
階
に
配

置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

  

２
階
は
、
外
の
広
場
を
見
渡
せ
る
開
放
的
な

「
会
議
室
」
と
な
っ
て
お
り
、
部
屋
の
中
央
を
可

動
式
の
間
仕
切
り
構
造
と
し
、
利
用
人
数
に
よ
っ

て
部
屋
の
大
き
さ
が
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
２
・
３
階
連
動
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
、

４
５
０
席
を
擁
す
る
階
段
教
室
形
式
の
「
大
講
義

室
」
を
配
置
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
コ
ン
サ
ー

ト･

演
劇
・
講
演
会
・
講
義
等
、
多
目
的
利
用
が

可
能
な
施
設
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
竣
工
の
暁
に

は
こ
れ
ら
の
施
設
を
利
用
し
た
地
域
連
携
事
業
の

一
層
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

新
２
号
館
の
竣

工
は
２
０
１
５
年

２
月
吉
日
の
予
定

で
す
。
入
学
式
や

２
０
１
５
年
４
月

18
日
㈯
開
催
の
学

園
創
立
１
２
０
周

年
記
念
式
典
に
は

お
披
露
目
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ア
カ
ン
サ
ス
会
で
は
、
10
年
ご
と
に
全
学
部

合
同
の
同
窓
会
と
し
て
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
過
去
に
開
催
致
し
ま

し
た
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
で
は
、
会
場
が
所
狭
し

と
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
多
く
の
同
窓
生
が
集
い
、

キ
ャ
ン
パ
ス
散
策
や
食
事
を
し
な
が
ら
恩
師
と

の
語
ら
い
に
時
を
忘
れ
て
い
る
風
景
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
に
ぎ
や
か
な
笑
い
声
は
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
響
き
渡
り
、
新
た
な
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ

を
お
土
産
と
し
て
、
大
切
に
持
ち
帰
ら
れ
た
後

ろ
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
の
声
と
し
て
、「
10
年
ぶ
り

に
大
学
に
来
て
、
音
信
不
通
だ
っ
た
学
友
に
会

い
、
恩
師
と
の
会
話
に
学
生
時
代
に
戻
り
ク
ラ

ス
会
に
参
加
し
た
気
分
に
な
り
、
思
い
出
に
残

る
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」「
母
校
に
来
て
、
大
き
く
立
派
に
な
っ
て

い
る
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
見
る
と
誇
ら
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
」「
家
族
全
員
、
両
親
・
夫

（
妻
）・
子
ど
も
た
ち
と
参
加
し
ま
し
た
。
将
来

の
進
路
に
向
け
、
子
ど
も
に
母
校
の
魅
力
を
見

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
な
ど
多
く
の
感
動

や
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

来
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
に
は
、
ク
ラ
ス
で

の
同
窓
会
開
催
場
所
な
ど
を
ご
用
意
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
同
窓
会
名
簿
」
は
、
個
人
情
報
保

護
法
の
た
め
、
２
０
０
０
年
発
刊
以
後
、
名
簿

作
成
が
困
難
な
状
況
で
す
。
今
後
も
ア
カ
ン
サ

ス
会
活
動
を
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
住
所
・
氏
名
等
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た

場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

ア
カ
ン
サ
ス
会
事
務
局

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
８
―
６
０
２
―
８
７
２
６

マフラータオル、ハンドタオルに次ぐ創立
120 周年記念グッズとして USB メモリー
４GB（1000 円）、ネックストラップ（500
円）、マグカップ（各 500 円）、3 色ボー
ルペン（各 250 円）、ステッカー（100 円）
が完成いたしました。

いずれのグッズも徳島キャンパスではファ
ミリーマート、香川キャンパスではヤマザ
キＹショップにて販売中です。

両キャンパスには120周年のタペストリー
が賑やかに飾られ、周年ムードも徐々に高
まってまいりました。教職員・卒業生・学生・
生徒・児童・園児みんなで創立 120 周年
を盛り上げていきましょう！

お問い合わせは入試広報部（0120–60–
2455）まで。

創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

新
２
号
館「
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）」建
設

全
学
部
合
同  

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
開
催

図  新2号館「地域連携センター（仮称）」完成予想図

村崎学園は来年　　　　　年に創立　　　　周年を迎えます2015 120

学
校
法
人
村
崎
学
園  

創
立
１
２
０
周
年
に
向
け
て

理
事
長 

村
崎 

正
人

特集

◆ USB メモリー４GB  1000 円

◆ 3 色ボールペン  各 250 円

◆ステッカー  100 円

◆マグカップ  各 500 円

◆ネックストラップ  500 円

◆ハンドタオル  300 円

◆マフラータオル  500 円

  主な行事予定

4 月 18 日㈯　記念式典
５ 月 17 日㈰　感謝の会
10 月 10 日㈯　徳島キャンパスホームカミング
10 月 17 日㈯　香川キャンパスホームカミング

1 月 ２ 日㈯　中 ・高ホームカミング

  2０１５ 年

  2０１6 年

110 周年 ホームカミングの様子
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人間生活学部
心理学科 3 年

宮城 祐弥

保健福祉学部
診療放射線学科 3 年

槶原 功輝

新 2号館  地域連携センター（仮称）  ※建設中

女子学生寮

3号館  保健福祉学部棟

薬用植物園

7号館  パウゼ（食堂） ・
　　　研修センター

6号館  総合体育館

東門
正門

南門

5号館  音楽学部棟

村崎凡人記念図書館

13号館  薬学部実験棟

14号館  文芸、児童・保育
　　　　ピアノレッスン棟

25号館  メディアセンター

クレイアートスタジオ

24号館  新薬学部研究棟

21号館  薬学部研究棟

1号館  管理棟・人間生活学部研究棟

むらさきホール

23号館  総合政策学部棟9号館  人間生活学部棟

3 号館  管理棟

7号館  文学部棟（中央研究棟）

9号館  体育館

12号館  村崎サイメモリアルホール

15号館  保健福祉学部研究棟

11号館  理工学部実習棟・
　　　保健福祉学部実習棟

17号館  理工学部研究棟・
　　　保健福祉学部研究棟

東門

10号館  理工学部研究棟

18号館  理工学部研究棟

21号館  香川薬学部実習棟
20号館  香川薬学部研究棟

正門

6号館  食堂

8号館  講義棟

16号館  リサーチ  アンド  メディアライブラリー

4号館  学生サポートセンター

5号館  講義棟

13号館  講義棟

14号館  講義棟

テニスコート

新入生の皆さん、ご入学おめで
とうございます。
大学生活が充実したものになるかどうか
は、何事も自分の行動次第で大きく左右さ
れます。私は陸上競技部に所属し、さまざま
な大会で好成績を収めることができました。勉学
との両立は大変ですが、非常に充実した大学
生活を送っています。大学は自由になるとと
もに責任も伴いますが、皆さんも自分でしっ
かりと考え、卒業時に充実した大学生活だっ

たと思えるものにしてください。
初めは慣れないことも多いと思いますが、新しく出会う仲間や
先輩、教員の方々とともに、自分の目標に向かって頑張っ
てください。新入生の皆さんが今抱いている期待を原
動力に、充実した大学生活が送れることを願っ
ています。

体育系クラブ
合気道部
弓道部
硬式野球部
トレーニング部
少林寺拳法部
水泳部
スポーツチャンバラ
卓球部
男女硬式テニス部
男女ソフトテニス部
男子バスケットボール部
バドミントン部
バレーボール部
フットサル部
陸上競技部

文化系クラブ
軽音フリーミュージック部
茶道部
書道部
文芸部
パソコン部
漫画研究部
レインボーの会（ボランティア）

同好会
マジック・ジャグリング
　サークル　Prezents
薬学球技同好会
ゴスペルサークル

愛好会
サイクリング愛好会
自動車愛好会
Honey ☆ B
軟式野球愛好会
映画研究会
紅茶研究会
娯楽部
十柱戯愛好会
TRPG 愛好会
特撮愛好会
ハンドボール部
ロボット愛好会

体育系クラブ
合気道部
弓道部
剣道部
硬式テニス部
サッカー部
柔道部
準硬式野球部
女子バスケットボール部
女子バレーボール部
ソフトテニス部
卓球部
男子バスケットボール部
男子バレーボール部
ダンス部
日本拳法部
バドミントン部
フットサル部
陸上競技部
ワンダーフォーゲル部
軟式野球部

文化系クラブ
BBS 部
HOT STAFF 部
うたおは部
演劇部
学生ボランティア部
軽音楽部
コミックアート部
茶道部
写真部
手話部 “Friends”

書道部
箏曲部
地域貢献まちづくり後援部
人形浄瑠璃部
放送部 “ナナイロ☆アンテナ”
和太鼓部 億 oku

郷土芸能振興サークル
エイサー団体ニライカナイ
徳島文理大学連
よさこい TOSAMONO

同好会・サークル
CBP サークル
Moving Move
教育支援団体 Papu Papu
Playing Ballerz
Street Sports Crew
絵本サークル
将棋同好会
女子フットサルサークル
心理サークル “KOKORO”
スノーボードサークル “雪板”
天文同好会
羽球同好会
文芸同好会
バスケサークル “籠球同好会”
フラワーアレンジメントサークル BP
薬学部テニスサークル
文理食生活研究会
ノートクラフト
映画制作同好会

徳島キャンパス

新入生の皆さん、ご入学お
めでとうございます。これから始

まる大学生活に期待と不安で胸を膨ら
ませているのではないでしょうか。
皆さんには、卒業までに大学生活でしかで
きないことや自分の目標に向かって挑戦し、
充実した時間を送ってほしいと思います。こ
れからともに学んでいく友人たちと勉強した
り、クラブ・サークル活動を通して他学科の
学生や先輩方との交流を深めたり、社会勉強
としてボランティア活動やアルバイトをした
り、さまざまな経験をしていくことも大切です。何事も無理と
は決めつけずに、ゆっくりでもいいので自分なりのやり方
で挑戦してください。
皆さんが楽しい大学生活を送れることを願って
います。

徳島文理大学生

としてスタート！

香川キャンパス

ご入学おめでとう ございます!!ご入学おめでとう ございます!!
新入生の皆さん
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図  就職活動のスケジュール

１ 

就
職
活
動
の
現
状

　

新
規
学
卒
者
の
就
職
状
況
は
、
円
安
の

進
行
な
ど
に
よ
る
業
績
回
復
で
、
経
済
環

境
の
好
転
の
影
響
を
受
け
や
す
い
業
種
を

中
心
に
採
用
意
欲
が
改
善
し
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
ま
だ

大
企
業
や
特
定
の
業
種
に
限
ら
れ
、
景
気

回
復
の
実
感
が
ま
だ
伴
っ
て
い
な
い
中
小

企
業
、
特
に
地
方
で
の
求
人
に
結
び
つ
く

ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
ま

た
、
採
用
予
定
は
あ
っ
て
も
有
能
な
人
材

で
な
け
れ
ば
無
理
し
て
採
用
し
な
い
厳
選

採
用
の
傾
向
も
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
し
ば
ら
く
は
厳
し
い
状
況
が

続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

た
だ
一
方
で
、
大
企
業
の
０
・
７
倍
前

後
の
求
人
倍
率
に
対
し
て
、
中
小
企
業
は

２
倍
近
く
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
は
優
良
な
企
業
も
多
い
の
で
す

が
、
知
名
度
が
低
く
、
学
生
に
と
っ
て
事

業
内
容
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、

う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
て
い
な
い
現
状

が
あ
り
ま
す
。
学
生
の
志
望
と
求
人
の
多

い
業
種
が
合
わ
な
い
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
よ
う
な
流

れ
を
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
中
で
、
確
か

な
情
報
を
収
集
し
、
就
職
活
動
本
番
に
向

け
て
地
に
足
を
据
え
た
準
備
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２ 

大
学
で
の
成
績
に
再
び
注
目
が

　

今
ま
で
企
業
は
、
大
学
間
で
の
比
較
が

難
し
い
こ
と
か
ら
あ
ま
り
成
績
を
重
視
せ

ず
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
人
物
重
視
で
選

考
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
学

生
は
課
外
活
動
に
力
を
入
れ
、
授
業
に
重

き
を
置
か
な
い
傾
向
が
生
ま
れ
て
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
採
用
基
準
を

見
直
し
、
大
学
の
成
績
を
重
視
す
る
企
業

が
増
え
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
成

績
表
を
手
が
か
り
に
ど
ん
な
学
生
生
活
を

送
っ
た
か
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。
特
に
企
業
が
注
目
し
て
い
る
の
は

“
必
修
科
目
”
の
成
績
だ
そ
う
で
す
。
必

修
科
目
は
、
学
生
と
し
て
は
興
味
が
な
く

と
も
必
ず
単
位
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
授
業
に
対
し
て
、
ど

の
よ
う
に
向
き
合
い
取
り
組
ん
で
き
た
の

か
、こ
の
部
分
を
注
目
し
て
い
る
の
で
す
。

  

も
ち
ろ
ん
、
学
業
成
績
あ
り
き
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
評
価
の
中
心
は
人

間
性
で
す
。
大
学
の
成
績
は
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
学
生
の
可
能
性

を
探
る
材
料
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
皆
さ
ん
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を

し
っ
か
り
と
見
極
め
、
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

３ 
就
職
活
動
は
短
期
決
戦
へ

　

日
本
経
済
団
体
連
合
会
は
、
政
府
要
請

に
よ
り
、
今
の
大
学
３
年
生
（
２
０
１
６

年
卒
）
か
ら
の
採
用
時
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。
学
生
が
学
業
に
専
念
す
る
た
め
の

環
境
を
整
え
る
た
め
で
す
。

　

新
ル
ー
ル
で
は
、
就
職
活
動
解
禁
と
な

る
広
報
活
動
開
始
が
３
月
１
日
か
ら
、
選

考
活
動
開
始
が
８
月
１
日
か
ら
と
な
り
ま

す
。
新
旧
で
ル
ー
ル
を
比
較
し
て
み
る
と

（
図
参
照
）、
解
禁
日
が
３
カ
月
後
ろ
倒
し

　
　
　

 
２
０
１
３
年
度　

就
職
状
況
と
就
職
支
援

就
職
活
動
の
現
状
と
採
用
時
期
変
更
へ
の
対
応

徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
　
就
職
支
援
部

※セミナー内容…「就活サイト登録」「就活と新聞」「コミュニケーションスキル」「自己分析」「企業研究・業界研究」
「就活のマナー」「応募書類の書き方」「面接試験対策」「企業説明会の歩き方」

◇就職相談
◇就職能力（SPⅠ2）試験
◇就職模擬（常識）試験
◇インターンシップ説明会
◇公務員模擬試験
◇インターネット検索
◇図書・ビデオの貸し出し
◇求人票の提示・検索
◇その他就職情報・資料の提供等

その他 学年別の就職支援体制

大学・短期大学部

大学１・２年
◇適職診断試験
◇キャリアガイダンス
◇就職活動準備の支援・指導
◇公務員説明会
◇就職試験対策集中講座

短期大学部１年短期大学部2年
大学 3 年

◇就職ガイダンス
◇学部・学科別就職説明会
◇就職試験対策集中講座
◇公務員説明会・就職体験発表会
◇企業説明会・就職体験発表会
◇自己分析・企業研究・就職活

動の支援・指導
◇就職セミナー ※
◇学内合同企業説明会
◇就活バス

大学 4 年
◇学部・学科別就職説明会
◇公務員説明会
◇応募書類の指導
◇面接指導
◇文書作成・内定者・
　未内定者の支援・指導

◇適職診断試験
◇就職活動準備の支援・指導
◇キャリアガイダンス
◇就職ガイダンス
◇学科・専攻別就職説明会
◇就職試験対策集中講座
◇公務員説明会・就職体

験発表会

◇企業説明会・就職体験
発表会

◇自己分析・企業研究・
就職活動の支援・指導

◇就職セミナー ※
◇学内合同企業説明会
◇就活バス

◇学科・専攻別就職説明会
◇公務員説明会
◇応募書類の指導
◇面接指導
◇文書作成・内定者・

未内定者の支援・指導
学生ポータルサイト
学内はもちろん、学外からでも本学に届い
た求人情報を閲覧することができます。

※不動産業・郵便事業・農協・賃貸・警備・税理士
事務所・給食産業・ホテルなど

2013 年度  業種別就職状況
（2014 年 3 月 1 日現在）

に
な
り
、
選
考
活
動
開
始
ま
で
の
期
間
が

１
カ
月
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。内
定
解
禁
が

現
在
と
同
じ
で
10
月
１
日
で
す
の
で
、選
考

活
動
期
間
は
４
カ
月
短
く
な
る
わ
け
で
す
。

  

こ
の
変
更
で
、
学
生
が
就
職
活
動
に
取

り
組
む
時
間
は
短
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の

間
に
や
る
べ
き
作
業
量
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
ま
さ
に
「
短
期
決
戦
」
と
な
る
わ
け

で
す
。
短
縮
化
に
よ
り
、
企
業
に
と
っ
て

は
採
用
機
会
の
、
学
生
に
と
っ
て
は
内
定

獲
得
の
機
会
が
減
少
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
早
い
段
階
か
ら
、
将
来
ど
ん
な
働

き
方
・
生
き
方
を
し
た
い
の
か
、
そ
の
こ

と
を
実
現
で
き
る
企
業
は
ど
こ
な
の
か
、

そ
の
た
め
に
ど
ん
な
力
を
身
に
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
、

進
む
べ
き
方
向
を
決
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
迷
わ
ず
に
行

動
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
学
生
の
皆
さ

ん
の
頑
張
り
に
期
待
し
ま
す
。

　　松浦 孝憲

★教員をめざしたきっかけを教えてください。
　大学卒業後、関東でコルネット奏者として楽団に在籍しましたが、
1 年余りで解散となりました。帰郷の際、大学時代の音楽学部の事
務長から、中学校音楽科の臨時教員のお話をいただいたのがきっか
けで教員生活がスタートしました。仕事として音楽と接する中で指
導する面白さや、やりがいが見い出せ、音楽科の教員をめざすよう
になりました。

★教員としてこれまでどのようなお仕事をされてき
ましたか？

　徳島県中学校音楽科教員として採用され、学級担任や吹奏楽部顧
問などを務めてきました。また校外では、徳島県吹奏楽連盟第 3 事
業部長や徳島県中学校音楽教育研究会事務局長を歴任したり、中国・
四国音楽教育研究大会での研究授業、放送教育研究会四国大会高知
大会での授業提案も経験させていただきました。さらに、徳島県教
育委員会では、音楽担当指導主事として教育行政にも携わりました。
教頭に登用された時、徳島文理大学音楽学部卒業生では県内初めて
の管理職だと聞き、母校や後輩たちのためにも頑張らなければなら
ないと思いました。年齢とともに仕事の内容も変わり、徳島県吹奏
楽連盟理事長を拝命してからは、吹奏楽の普及や向上に、また若い
先生方のサポートなどに力を注いでいます。
　とりわけ現在は、校長・園長として「学校（園）運営」に携わり、
学校教育、職員・幼児・児童の管理、保護者や地域との連携、次代のリー
ダー育成等、重要な責務でありますが充実した毎日を送っています。

★学生時代はどのような学生でしたか？
　学生時代は、朝 7 時から夜 9 時まで、大好きなトランペットの練
習や金管アンサンブルに夢中で、将来のことは余り考えず音楽と向
き合っていました。

★後輩へメッセージをお願いします。
　大学の後輩たちが頑張っている姿を見ると心強い限りです。私た
ちの頃とは比べものにならない立派なホールや施設設備の中で学ん
だ後輩たちが 1 人でも多く教員となり、徳島の音楽教育を盛り立
てていただきたいと思います。

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

変
更
前

大学３年・短大 1年 大学 4年・短大 2年

変
更
後

就職活動解禁（広報活動開始）
選考活動開始

内定

就職活動解禁（広報活動開始）
選考活動開始

内定

★就職内定先の職種を選んだ理由を教えてください。
　在学中にフットサル部に所属しており、そこで人と人とのコミュ
ニケーションが大事だと学びました。そして仕事を選ぶ際には、人
と接する仕事がしたいと思うようになり営業職を志望しました。

★就職活動で苦労したことを教えてください。
　面接です。やはり練習するのとしないのとでは全然違います。最初
は志望動機を言うたび言葉に詰まっていましたが、就職支援部で指導
していただいたことで、詰まらずに発言できるようになりました。

★教員や職員のサポートはいかがでしたか？ 
　面接練習や履歴書の書き方、志望動機の作成など、何回も、何時
間も教えていただきました。また学科の先生からも就職先を勧めて
いただいたことが嬉しかったです。

★社会人としての目標を教えてください。
　とにかく早く仕事に慣れるように頑張ります。そして営業職なの
で、忍耐力をつけるよう努力します。

★後輩へ就職活動のアドバイスをお願いします。
　就職活動は軽視せず、早期から焦らず取り組むことが大切です。
また、特定の履修科目を修了することで取得できる資格をたくさん
取ればよかったと後悔しています。後輩の皆さんは、きちんとキャ
ンパスガイドを見て受講してください。

　　近藤 広崇

内定者

サクセスチャート
４年次

３年次

２年次

１年次
←START

GOAL

　
先
パ
イ
に
聞
く
！
　内
定
者
＆
卒
業
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

【徳島キャンパス】
音楽学部音楽学科（1978 年卒業）
東みよし町立昼間小学校・幼稚園（校長・園長）

卒業生

【香川キャンパス】
理工学部機械創造工学科
合田商事株式会社（営業職）

大学

短期
大学部

※

※
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★教員採用試験対策の各種セミナーも開催！
教員採用試験を受ける学生のた
めのセミナーもたくさん実施し
ています。採用試験を受けるた
めに準備しておかなければな
らないこと、面接で注意すべき
こと、最近の採用試験の出題傾
向など、たくさんの情報をセミ
ナーから得ることができます。

　

２
０
１
４
年
度
採
用
の
教
員
・
保
育
士

等
採
用
試
験
が
７
月
上
旬
か
ら
12
月
末
に

か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
で
は
、

１
０
５
人
（
既
卒
者
を
含
む
）
が
地
元
を

は
じ
め
全
国
の
公
立
学
校･

幼
稚
園･
保

育
所
に
合
格
し
、
新
任
教
員･

保
育
士
と

し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
合
格
者
の
内
訳
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
公
立
学
校
教
員　

85
人
（
内
訳
…
小
学

校
教
諭
49
人
／
養
護
教
諭
11
人
／
中
学

校
教
諭
９
人
／
中･

高
等
学
校
教
諭
２

人
／
高
等
学
校
教
諭
３
人
／
特
別
支
援

学
校
教
諭
７
人
／
幼
稚
園
教
諭
４
人
）

◆
公
立
保
育
士
等　

20
人
（
内
訳
…
保
育

士
７
人
／
幼
稚
園
教
諭･

保
育
士
７
人

／
保
育
士
等
（
独
立
行
政
法
人
）
６
人
）

全
国
的
な
採
用
状
況

—

人
物
重
視
の
傾
向
顕
著
に—

　

近
年
の
採
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
少
子

化
が
進
み
、
学
級
数･

学
校
数
が
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
も
の
の
、
団
塊
の

世
代
の
大
量
退
職
や
国･

自
治
体
の
施
策

に
よ
る
少
人
数
学
級
編
成
の
段
階
的
実
施

な
ど
に
よ
り
、
採
用
数
は
増
加
の
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
状
況
は
今
後
数
年
続

く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験

で
は
、
受
験
者
数
18
万
９
０
２
人
で
４

年
連
続
し
て
17
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
の
最
終
合
格
者
数
と
最
終

選
考
倍
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
２
０
１
４
年
度
公
立
学
校
教
員
採
用

状
況

・
教
員
最
終
合
格
者
数　

３
万
１
１
０

７
人
（
過
去
11
年
間
で
最
多
）

・
教
員
最
終
選
考
倍
率　

５
・
８
倍

（
４
年
連
続
で
５
倍
台
に
低
下
―
小

学
校
４
・
３
倍
／
中
学
校
７
・
５
倍

／
高
校
７
・
７
倍
／
特
別
支
援
学
校

３
・
６
倍
／
養
護
教
諭
８
・
４
倍
／

栄
養
教
諭
９
・
１
倍
）

　

10
年
以
上
前
に
比
べ
て
競
争
倍
率
は

低
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
現
役
で
合
格

す
る
こ
と
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
の
が

現
状
で
す
。

　

採
用
試
験
は
学
力
検
査
の
他
に
、
面

接
（
個
人･

集
団
）
や
集
団
討
論
、
場

面
指
導
、
模
擬
授
業
、
論
作
文
な
ど
の

課
題
を
確
実
に
ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
特
に
各
自
治
体

と
も
人
物
重
視
の
方
針
を
打
ち
出
し
て

お
り
、
面
接
や
模
擬
授
業
が
重
視
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
現
役
の
学
生
の

皆
さ
ん
は
教
育
実
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
経
験
を
振
り
返
り
、
実
践

力
を
磨
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
学
の
採
用
試
験
対
策
支
援

—
 

基
礎･

基
本
の
重
視
と

　
　
　
　

教
職
実
践
力
の
充
実 —

　

徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
全
学
共
通
教

育
セ
ン
タ
ー
の
「
教
員
養
成
対
策
室
」
で
、

教
職
実
践
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修
会
や

面
接
講
座
を
含
む
各
種
対
策
講
座
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
10
回
以
上
の

教
員･

保
育
士
模
擬
試
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
、
教
員･

保
育
士
等
採
用

試
験
と
そ
の
学
習
方
法
な
ど
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
採
用
試

験
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
全
学
共
通
教

育
セ
ン
タ
ー
と
就
職
支
援
部
と
の
連
携
の

も
と
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
教
員
採
用
試

験
対
策
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ら
び
に
個
別
相

談
会
の
実
施
、
教
職
実
践
力
の
向
上
を
め

ざ
し
て
の
教
職
教
養
講
座
の
開
講
、
教
員

採
用
試
験
模
擬
試
験
の
実
施
な
ど
、
教
員

採
用
に
向
け
て
の
各
種
の
情
報
提
供
や
実

力
養
成
と
と
も
に
学
生
か
ら
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に

　

本
学
か
ら
は
今
春
、
１
０
５
人
が
公
立

学
校
教
員･

公
立
保
育
所
保
育
士
と
し
て

働
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
私
立
の
学
校･

園･

保
育
所
で
の
採
用
や
臨
時
任
用
を
含

め
る
と
、
さ
ら
に
多
く
の
教
員･

保
育
士

が
誕
生
し
ま
す
。
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を

い
か
し
て
、
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

を
支
え
る
た
め
に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学

び
続
け
る
教
員･

保
育
士
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

教
員･

保
育
士
等
採
用
試
験
結
果
報
告

徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス　

全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー　

教
員
養
成
対
策
室

香
川
キ
ャ
ン
パ
ス　

就
職
支
援
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

 

公
立
学
校
教
員･

保
育
士
等
に
１
０
５
人
が
正
規
採
用
と
し
て
合
格  （
３
月
14
日
現
在
）

（
２
０
１
４
年
度
採
用
）

4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月3月

3 月【 6 日間】教員採用試験対策講座（春講）※有料
3 月　教職キャリアアップ合同研修会 

2 月　パワーアップガイダンス（直前編）
2 月　小学校教育研究会
2 月〜 3月【 6 日間】アカンサス教師塾：春休み特別講座

（小学校講座／幼保講座／養護教諭講座／面接講座）

12 月【６日間】教員採用試験対策講座（冬講）※有料
12 月〜翌年5月　各自治体の教員採用説明会の実施

10 月　教員養成セミナー in 文理

9 月〜 11 月　幼保採用試験２次試験対策面接講座

11 月　パワーアップガイダンス（スタート編）
11 月　幼児教育研究会
11 月　教員・保育士等合格体験発表会
11 月〜翌年 7月【17 回】教員採用公開模試・幼保公開模試の実施

7 月下旬〜 8月　教員採用試験２次試験対策
　　　　　　　　面接・模擬授業・場面指導講座

6 月中旬〜7月上旬【 6 日間】模擬面接講座（個人・集団面接）
6 月中旬〜7月上旬【 4 日間】模擬面接講座（集団討議）

4 月中旬〜 5月中旬【全 12 講座】
                  教員養成対策講座（教職教養）
4 月〜 6月　願書作成指導

◇教員養成対策講座：アカンサス講座
（一般教養・教職教養）

◇教員養成対策講座：養護教諭講座
（一般教養・教職教養・専門）

◇教員養成対策講座：幼保講座
◇教員養成対策講座：小学校教科講座　など

学力充実講座：アカンサス教師塾
通年：毎週実施

教員採用ガイダンス 模擬面接講座（集団面接） 教員養成セミナー in 文理

教員採用試験　対策支援

合格への道 in 徳島キャンパス
5 月　教採直前講座（教職教養）※有料
5 月中旬〜 9月中旬　自己 PR 文添削指導

基礎学力充実のためｅラーニングによる学習補助教材を導入しており、個別メニューで独自学習を効率的に行うこと
ができます。学生は大学のパソコンが利用できる時間内であれば、好きな時間に次の教科を無料で学ぶことができます。
受講可能科目は ｢中学・高校国語」・｢中学・高校数学｣・｢中学・高校理科｣・｢中学・高校社会｣・「中学・高校英語｣ です。

両キャンパス
共通

自ら進んで取り組む　　　（イイ）学び！　　　ラーニングシステムの活用

香川キャンパスでは、特に理系の学生にとって重要となる数学や物
理について、授業に関する質問をはじめ、学力充実のための指導や
基礎講座を受けるなど、日々多くの学生が利用しています。

★授業での質問や学習相談にいつでも応じます！

★一般教養向上のための学習資料を配布しています！
一般教養を高めるため、毎日、「簡単な時事用語」と「漢字演習」
のプリントを配布しています。また、自習スペースとして全学共通
教育センターを開放しています。

物理（数学）担当の専任教員が常駐し
ており、授業での質問や学習の相談に、

いつでも応じます。特に、高校時代に数学や物理を十分に履修して
いなかった学生や理系科目に不安を持つ学生に対し、細やかな個別
指導を行っています。

学力充実センター指導

高校時代に数学や物理を十分履修していなかっ
た学生や苦手意識を持つ学生に対し、「数学基

礎講座」、「物理基礎講座」を開催し、 内容を決めて連続講義をして
います。

基 礎 講 座

センター指導とあわ
せて、すべての理系

科目（数学、物理、化学、生物）と英語
について、全学部の教員が連携して、授
業の質問対応や学習指導に当たっていま
す。　【指導時間】月〜金 16：30 〜 18：00

学力充実講座

★教員採用、公務員採用試験への対応
就職支援部との連携のもと「教職教養講座」、「教員採用模擬試験」
等を実施し、教科や面接等の指導をしています。

香川キャンパス 徳島キャンパス
徳島キャンパスでは、採用試験や資格試験を受けるために講座を受
講する学生や、スキルアップのために受講する学生など、たくさん
の学生が講座やセミナーを利用しています。

★さまざまな対策講座を実施しています！

数学・数学【上級講座】・数学【中級
講座（学生 TA による指導）】・化学基

礎・生物基礎・物理基礎・簿記・社会（地理）・文章読解・論文講
座・日本語力パワーアップ講座・パソコン講座（Excel、Word、
PowerPoint）　など

学力充実対策講座

【前期／ 12 回】教養試験／一般知識分野
（自然科学・人文科学・社会科学）

【後期／ 12 回】教養試験／一般知能分野　
（判断推理・数的推理・文章理解・資料解釈）

アカンサス講座（一般教養・教職教養）・
養護教諭講座（一般教養・教職教養・専

門）・小学校教科講座・教育時事・幼保講座・面接講座・論文講座・
模擬面接・場面指導・教職教養集中講座（前期／ 12 回）　など

教員養成対策講座

公務員試験対策講座

　
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み

※香川キャンパスの支援行事については、キャンパスガイドやホームページ等をご覧ください。
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
者
の
育
成
に
貢
献

電
子
情
報
工
学
科　

ｅ
ー
と
く
し
ま
推
進
財
団
よ
り
表
彰
状
授
与

理工
学部

　

経
営
科
学
系
研
究
部
会
連
合
協
議
会
が
主
催
す
る
デ
ー
タ
解
析
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の

継
続
的
な
参
加
を
通
じ
、
高
度
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
者
の
育
成
、
普
及
に
努
め
た
功
績
が
認
め
ら

れ
、
電
子
情
報
工
学
科
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
１
９
９
４
年
よ
り
続
く
日
本
最
大
規
模
の
デ
ー
タ
解
析
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。
電
子
情
報
工
学
科
で
は
、
２
０
１
０
年
度
よ
り
こ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
に
参
加
し
て
お
り
、２
０
１
１
年
度
と
２
０
１
２
年
度
に
は
本
戦
ま
で
進
み
ま
し
た
。

特
に
２
０
１
２
年
度
は
、
当
時
工
学
研
究
科
１
年
の
尾
﨑
皇
彦
さ
ん
と
電
子
情
報
工
学
科
２

年
の
高
野
慎
也
さ
ん
の
チ
ー
ム
が
、
学
生
部
門
の
予
選
を
通
過
し
、
２
０
１
２
年
３
月
25
日

㈰
に
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
豊
洲
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
行
わ
れ
た
本
戦
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
授
業
内
容
の
延
長
と
し
て
の
デ
ー
タ
の
可
視
化
を
行
う
デ
ー
タ
解
析
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
と
、
そ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
利
用
し
た
解
析
結
果
が
高
い
評
価
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析
に
つ
な
が
る
貴
重
な
経
験
で
あ
り
、
今
後
の
研
究
や
仕

事
に
い
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
レ
イ
ン
ボ
ー
の
会
」

「
志
度
湾″
Ｎ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
助
成
を
受
け
積
極
的
に
活
動
開
始

クラブ・
サークル

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
レ
イ
ン
ボ
ー
の
会
」
で
は
、
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
臨
む
絶

景
・
志
度
湾
の
こ
と
を
学
び
、
そ
し
て
、
こ
の
豊
か
な
海
を
守
り
、
地
域
の
活
性
化
に
い
か

す
た
め
、「
志
度
湾
“
Ｎ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
ソ
ニ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ァ
ン
ド
」

に
応
募
さ
れ
た
数
多
く
の
学
生
企
画
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
助
成
を
い
た
だ
く
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。
２
０
１
４
年
１
月
28
日
㈫
に
東
京
・
品
川
で
開
催
さ
れ
た
企
画
発
表
会
に
は
、「
レ

イ
ン
ボ
ー
の
会
」
か
ら
新
年
度
の
リ
ー
ダ
ー
、
ナ
ノ
物
質
工
学
科
２
年
の
久
保
龍
男
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。
大
学
や
地
域
の
枠
を
超
え
た
交
流
は
、
活
動
意
欲
を
高
め
る
と
て
も
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
生
に
よ
る
志
度
湾
の
調
査
（
水
質
・
生
態
）
や
地
元
イ
ベ
ン
ト
で
の
志
度
湾

体
験
学
習
、
地
元
の
学
校
と
学
生
の
連
携
（
出
張
講
義
）、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ワ
イ
ン
、
七

宝
具
う
ど
ん
の
開
発
な
ど
地
元
と
密
着
し
た
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

自
主
的
学
習
を
支
援

図
書
館
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
新
設

設備

　

徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
で
は
文
部
科
学
省
「
２
０
１
３
年
度
私
立
大
学
教
育
研
究

活
性
化
設
備
整
備
事
業
」
の
補
助
金
申
請
に
応
募
し
、「
図
書
館
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

新
設
」
が
採
択
さ
れ
、
２
０
１
４
年
２
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
と
は
「
複
数
の
学
生
が
集
ま
っ
て
、電
子
情
報
と
印
刷
物
も
含

め
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
資
源
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
用
い
て
、
議
論
を
進
め
て
い
く
学
習

ス
タ
イ
ル
を
可
能
に
す
る
場
」
で
す
。
従
来
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
に
加
え
、
新

た
に
館
内
貸
出
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
15
台
と
、２
０
１
３
年
５
月
に
導
入
し
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

10
台
が
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
で
接
続
で
き
、
各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
情
報
検
索
や
電
子
ブ
ッ
ク
が

利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
65
型
電
子
黒
板
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド・ス
ク
リ
ー

ン
を
使
用
し
て
、
グ
ル
ー
プ
学
習
や
小
規
模
セ
ミ
ナ
ー
も
開
催
可
能
な
多
目
的
学
習
ス

ペ
ー
ス
で
す
。
併
せ
て
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
全
学
科
の
シ
ラ
バ
ス
参
考
図
書
コ
ー
ナ
ー
も

新
設
し
、
各
種
資
格
試
験
コ
ー
ナ
ー
の
図
書
も
活
用
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
学
習
を
支
援
し
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
度
か
ら
は
、「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
活
用
法
」「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
活
用
術
」「
医
療
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
講
習
会
」
な
ど
、

図
書
館
利
用
者
講
習
会
を
数
回
に
わ
た
り
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

薬
学
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
る

高
大
連
携
事
業
を
推
進

薬学部

　

薬
学
部
で
は
、
高
校
生
の
確
か
な
学
力
の
育
成
お
よ

び
学
習
意
欲
の
喚
起
を
目
的
と
し
、
高
大
連
携
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
本
学
の
研
究
室
の
教
員
や
学
生
と

交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
先
端
の
薬
学
研
究
の
一

端
を
体
験
し
、
高
校
生
の
知
的
好
奇
心
を
育
み
、
将
来

の
進
路
選
択
の
一
助
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
学

の
教
員
が
高
校
に
出
向
き
、
高
校
生
に
直
接
「
薬
学
の

お
も
し
ろ
さ
」
と
「
学
ぶ
こ
と
・
研
究
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
」を
伝
え
る
体
験
型
・
出
張
講
義
も
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
・
済
美
高
等
学
校
と
の
高
大
連
携
実
験
教
室

に
お
い
て
、
２
０
１
３
年
10
月
開
催
の
日
本
薬
学
会
中
国

四
国
支
部
学
術
大
会“
高
校
生
オ
ー
プ
ン
学
会
”
に
て
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、“
漢
方
薬
・
生
薬
を

分
析
し
よ
う
”
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、高
校
２
年
生
４

人
が
生
薬
学
教
室
お
よ
び
生
薬
研
究
所
の
教
員
の
指
導

の
下
、セ
ン
ブ
リ

の
苦
味
に
関
す

る
実
験
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
２
０

１
３
年
度
は
、

徳
島
県
城
南
高

校
お
よ
び
高
知

県
小
津
高
校
と

の
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
事
業

連
携
・
実
験
教

室
な
ど
30
回
の

体
験
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

表彰状を受け取る電子情報工学科長の田渕教授助成を受けた「レインボーの会」メンバー

ラーニングコモンズ内のミニ・セミナールーム

Ｂ
ｕ
ｎ
ｒ
ｉ
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア

小
松
島
警
察
署
よ
り
感
謝
状
贈
呈

地域
貢献

　

Ｂ
ｕ
ｎ
ｒ
ｉ
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
は
、
１
９
９
９
年
に
短
期
大
学
部
保
育
科
の
学
生
を

中
心
に
結
成
さ
れ
、
福
祉
施
設
や
学
校
を
中
心
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は

人
間
生
活
学
部
や
薬
学
部
、
音
楽
学
部
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
部
の
学
生
も
加
わ
り
、
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
小
松
島
警
察
署
か
ら
10
年
間
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
青
年
警
察
官
グ
ル
ー
プ
の
慰
問
活
動
に
協
力
し
、
ひ
の

み
ね
総
合
療
育
セ
ン
タ
ー
で
演
奏
を
行
っ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
す
。
贈
呈
式
は

２
０
１
４
年
１
月
29
日
㈬
、
小
松
島
警
察
副
署
長
が
ご
来
校
し
、
長
井
短
期
大
学
部
長
の
立

ち
会
い
の
下
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
部
員
12
人
も
参
加
し
、
児
童
学
科
３
年
の
船
川
浩
希
部
長

が
感
謝
状
と
記
念
品
を
受
領
し
ま
し
た
。
船
川
さ
ん
は
、「
施
設
の
方
が
喜
ん
で
演
奏
を
聴

い
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
嬉
し
く
て
続
け
て
き
た
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
形
で
認
め
ら
れ
、
部
員

一
同
感
激
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
演
奏
技
術
を
磨
き
、
多
く
の
人
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
な
演
奏
を
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
の
べ
ま
し
た
。

感謝状を贈呈されたBunri ハンドベルクワイアのメンバー

漢方薬・生薬の分析を行っている済美高等学校生

◇薬学部
薬　 学　 科	 山崎　直人
　　 〃　 　	 國見　知世
　　 〃　 　	 宮本　泰広
　　 〃　 　	 藤田　　葵
　　 〃　 　	 今井　顕子
◇人間生活学部
建築デザイン学科	 関口　千尋
　　 〃　 　	 𠮷川　真登
心 理 学 科	 阿部　恭子
人間生活学科	 福井なつ美
児 童 学 科	 大中のぞみ
◇総合政策学部
総合政策学科	 井上　智美
　　 〃　 　	 井原佐和子
◇音楽学部
音楽学科ピアノコース	 新城　鈴子

◇スポーツチャンバラ
理工学部臨床工学科	 川田雄太郎

〔文化部関係〕
◇徳島文理大学連（阿波おどり）
人間生活学部児童学科	 土居　風太
　　 〃　 　	 庄野　　祐
保健福祉学部看護学科	 川谷　彩奈
　　 〃　 　	 峪　　千明
◇地域貢献まちづくり後援部
人間生活学部児童学科	 竹上　剛志
◇ロボット愛好会
理工学部機械創造工学科	 國方　智弘
　　 〃　 　	 島津　秀平
　　 〃　 　	 鈴木　美宇
　　 〃　 　	 谷定　真一
理工学部電子情報工学科	 岩部龍之介
◇音楽
音楽学部音楽学科	 溝上　洋介
　　 〃　 　	 西尾奈都美
短期大学部音楽科	 相原　志保
　　 〃　 　	 福居詩歩子

音楽学科管弦打楽器コース	 五藤　千奈
音楽学科音楽療法コース	 瀧本　聡子
◇保健福祉学部
人間福祉学科	 村上　奈々
看 護 学 科	 中平　有香
　　 〃　 　	 伊井　仁美
理学療法学科	 岩村　元気
◇理工学部
機械創造工学科	 菊川　晃希
電子情報工学科	 中田　誠人
ナノ物質工学科	 眞鍋　　陵
臨床工学科	 三好　貴大
◇文学部
日本文学科	 坂口　慶次
英語英米文化学科	 小松　由依
文化財学科	 渡邉　友佳

◇香川薬学部
薬　 学　 科	 大塚　栄美
　　 〃　 　	 大槻　和也
　　 〃　 　	 高崎　百加
　　 〃　 　	 水本　　舞
　　 〃　 　	 中村　佳嗣

〔体育部関係〕
◇女子バレーボール部
人間生活学部人間生活学科	 西浦　知佳
　　 〃　 　	 小島　千佳
◇準硬式野球部
保健福祉学部看護学科	 細田　典孝
総合政策学部総合政策学科	 安部　眞史
人間生活学部建築デザイン学科	 辻　　秀典

◇弓道部
人間生活学部児童学科	 福家　弘子
　　 〃　 　	 小松　　愛

優秀卒業論文・研究賞および優秀卒業演奏受賞者一覧
2013 年度

体育・文化功労賞受賞者一覧
2013 年度 
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●
田
澤
教
授
に
お
聞
き
し
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
学
び
が
で
き
る
学
科

で
す
か
？

　

建
築
と
は
建
物
の
こ
と
で
す
が
、

建
物
だ
け
で
な
く
都
市
計
画
・
環
境

工
学
・
人
間
工
学
や
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、

と
て
も
幅
広
い
分
野
の
知
識
を
学
ぶ

学
科
で
す
。
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
で

は
、
建
築
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
き

た
実
務
経
験
者
も
教
員
に
迎
え
て
お

り
、
卒
業
し
た
学
生
が
即
戦
力
と
し

て
働
け
る
よ
う
な
知
識
や
技
術
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
。
建
築
の
設
計
の
分
野

を
見
て
も
意
匠
設
計
・
構
造
設
計
・

設
備
設
計
の
専
門
家
が
そ
の
知
識
や

技
術
を
い
か
し
て
共
同
作
業
す
る
こ

と
で
、
一
つ
の
建
物
を
設
計
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
住
宅
産
業
や
不
動
産
業
な

ど
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
直
接
関
係

す
る
分
野
や
、
キ
ッ
チ
ン
・
家
具
・

カ
ー
テ
ン
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
な
ど
の

職
場
で
も
多
く
の
建
築
デ
ザ
イ
ン

学
科
の
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
ま

す
。

●
研
究
室
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
研

究
テ
ー
マ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

当
研
究
室
の
研
究
分
野
は
建
築
設

計
お
よ
び
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
で

す
。設
計
分
野
の
中
で
も
意
匠
設
計
を

研
究
し
て
い
ま
す
。「
ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ

（
デ
ザ
イ
ン
）」
を
辞
書
で
み
る
と
意

匠
・
立
案
・
構
想
・
企
て
な
ど
と
あ

り
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
と
色
彩

や
形
を
す
ぐ
に
イ
メ
ー
ジ
し
ま
す

が
、
む
し
ろ
物
を
造
る
基
本
の
構
想

（
コ
ン
セ
プ
ト
）
を
作
る
こ
と
が
デ

ザ
イ
ン
な
の
で
す
。

　

建
築
は
設
計
図
を
基
に
建
設
さ
れ

ま
す
が
、
一
度
造
ら
れ
た
ら
一
般
的

に
は
数
十
年
は
そ
の
姿
を
世
の
中
に

顕
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
建
物
は
非

常
に
大
き
な
も
の
で
す
か
ら
、
そ
れ

が
で
き
る
こ
と
で
周
囲
の
環
境
に
何

ら
か
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
建
物
が
美
し
い
か
見
苦

し
い
か
は
す
べ
て
設
計
者
の
責
任
に

な
る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
建
築
を
設
計
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

で
設
計
す
る
か
を
十
分
に
吟
味
し

検
討
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

Pic
k up!!

◆
人
間
生
活
学
部
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
教
授　

田
澤　

道
生

◆
人
間
生
活
学
部
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
３
年　

久
次
米　

泰
孝
・
藤
山　

愛

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科

連載

研
究
室
へ
の
誘
い
　
人
間
生
活
学
部

形
を
提
案
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
既

成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
学
生
ら
し

い
発
想
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
コ
ン
ペ
は
入
選
す
る
こ

と
も
大
事
で
す
が
、
挑
戦
す
る
こ
と

で
自
分
の
考
え
や
造
形
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
増
や
し
て
い
く
訓
練
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
学
生
た
ち
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で

す
か
？
　
な
か
で
も
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
取
材
す
る
学
生
さ
ん
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
か
？

　
「
建
築
デ
ザ
イ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
っ
て
ど
ん
な
勉
強
を
し
た

ら
良
い
の
で
す
か
」
と
い
う
学
生
が

毎
年
い
ま
す
が
、
物
を
創
る
こ
と
が

デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、立
案
・

構
想
・
企
て
を
訓
練
す
る
こ
と
が
勉

強
に
な
り
ま
す
。

　

久
次
米
さ
ん
は
常
に
「
普
通
」
で

な
い
ア
イ
デ
ア
や
形
を
模
索
し
て
い

る
学
生
で
、
建
築
を
学
ぶ
う
え
で
は

大
変
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

藤
山
さ
ん
も
他
の
人
の
発
想
し
な

い
空
間
を
探
求
す
る
学
生
で
、
プ
ロ

の
建
築
家
の
作
品
を
良
く
研
究
し
な

が
ら
、
自
分
の
も
の
を
作
ろ
う
と
努

力
し
て
い
ま
す
。

　

模
型
を
造
り
た
い
と
い
う
学
生
も

毎
年
お
り
、
昨
年
は
４
人
の
ゼ
ミ
生

が
８
カ
月
掛
け
て
ガ
ウ
デ
ィ
の
「
サ

グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
」
を
作
り
ま

し
た
。
皆
写
真
だ
け
し
か
見
て
い
な

す
。
た
だ
し
建
築
の
設
計
は
発
注
者

が
い
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
す

か
ら
、
設
計
者
だ
け
の
考
え
で
物
を

造
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で

す
。
発
注
者
の
意
見
を
聴
き
入
れ
な

が
ら
、
い
か
に
設
計
者
の
構
想
を
実

現
さ
せ
て
い
く
か
が
建
築
家
の
力
量

に
な
る
の
で
す
。

●
研
究
の
面
白
さ
、
醍
醐
味
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
の
構
想
や
企
て
が
発
注
者
に

気
に
入
ら
れ
た
と
き
、
ま
た
多
く
の

人
か
ら
そ
の
建
物
に
賛
辞
を
与
え
ら

れ
た
と
き
、
設
計
者
冥
利
に
尽
き
ま

す
。
そ
の
喜
び
を
学
生
で
も
味
わ
え

る
の
は
、
設
計
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

に
応
募
し
入
選
す
る
こ
と
で
す
。
そ

こ
で
当
研
究
室
で
は
、
毎
年
い
く
つ

か
の
企
業
や
協
会
が
催
す
コ
ン
ペ
に

参
加
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

設
計
コ
ン
ペ
は「
構
想
」＋「
企
て
」

の
勝
負
で
す
か
ら
、
学
生
が
物
造
り

に
取
り
組
む
に
は
絶
好
の
機
会
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
設
計
コ
ン
ペ
の

場
合
は
工
期
や
工
事
費
の
こ
と
は
考

慮
せ
ず
、
純
粋
に
建
築
の
プ
ラ
ン
や

い
建
物
を
、
立
体
と
し
て
造
り
上
げ

た
時
の
喜
び
と
達
成
感
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

●
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

省
エ
ネ
・
省
資
源
・
緑
化
等
地
球

環
境
を
グ
ロ
ー
カ
ル
に
と
ら
え
、
快

適
な
住
環
境
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が

わ
れ
わ
れ
建
築
に
携
わ
る
者
の
仕
事

だ
と
考
え
、
学
生
に
も
指
導
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、非
常
に
高
度
化
し
た

ハ
ー
ド
を
利
用
し
な
が
ら
も
、
人
間

と
し
て
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ソ
フ
ト
を
、
ど
う
い
か
し
て
建
築

に
取
り
入
れ
て
い
け
る
の
か
が
生
涯

の
研
究
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
続
い
て
久
次
米
さ
ん
・
藤
山
さ
ん

に
お
聞
き
し
ま
す
。
現
在
所
属
し

て
い
る
研
究
室
を
選
ん
だ
き
っ
か

け
、
理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

久
次
米
：
私
が
小
学
生
の
時
に
自
分

の
家
が
新
築
に
な
り
、
完
成
さ
れ
た

家
を
見
た
感
想
が
「
普
通
」
で
し
た
。

そ
の
時
の
記
憶
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
自

分
で
良
い
家
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
建
築
デ
ザ
イ
ン

学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
研
究
室
で
は
自
分
の
個
性
が
発

揮
で
き
る
場
所
だ
と
思
っ
た
の
で
選

び
ま
し
た
。

藤
山
：
私
は
高
校
生
の
時
に
家
が
新

築
に
な
る
際
に
、
自
分
の
部
屋
に
備

え
付
け
の
本
棚
を
作
る
た
め
に
、
イ

メ
ー
ジ
図
を
設
計
士
に
渡
し
た
ら
、

そ
の
通
り
の
も
の
が
完
成
し
、
感
動

し
た
こ
と
が
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
経
験
か
ら
製
図
や
模

型
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
興
味
を
持
ち
、

も
っ
と
深
く
学
び
た
い
と
思
っ
た
の

で
こ
の
研
究
室
を
選
び
ま
し
た
。

●
現
在
の
研
究
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

久
次
米
：
テ
ー
マ
は
イ
ン
テ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
で
、
自
分
が
い
い
と
思
っ
た

構
造
を
図
面
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま

す
。
自
分
の
レ
ベ
ル
が
今
ど
の
ぐ
ら

い
な
の
か
を
試
し
た
く
て
「
志
向
・

時
間
の
中
の
建
築
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
応
募
し
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
ペ
に
は
、
時
間
と

と
も
に
家
族
構
成
が
変
わ
っ
て
く
る

こ
と
に
焦
点
を
当
て
、
住
み
方
に
合

わ
せ
て
家
を
増
や
し
た
り
減
ら
し
た

り
で
き
る
家
を
考
え
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
コ
ン
ペ
に
は
通
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る

良
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

藤
山
：
徳
島
県
に
存
在
し
て
い
る
土

地
の
地
区
計
画
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
は
佐
古
三
番
町
を
想
定
し
て
考
え

て
い
ま
す
。
も
と
も
と
こ
の
地
区
は

木
造
が
多
く
、
家
の
形
や
敷
地
が
ば

ら
ば
ら
だ
っ
た
た
め
、
防
災
に
つ
い

て
考
慮
し
て
建
物
を
整
理
し
、
緑
を

設
け
て
近
隣
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
場
所
を
作
り
ま
し

た
。
ま
た
川
に
面
し
て
い
る
の
で
、

橋
も
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
と
も
考

え
ま
し
た
。
今
無
い
も
の
を
新
し
い

発
想
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

こ
の
研
究
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

●
久
次
米
さ
ん
、
研
究
の
面
白
さ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
藤
山
さ
ん
、

今
後
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
た
い

で
す
か
？

久
次
米
：
設
計
は
自
分
で
考
え
る
の

で
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
建
物
が

で
き
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
で
す
。
同

級
生
と
同
じ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
え

て
も
、
全
く
同
じ
も
の
に
は
な
ら
な

い
で
す
し
、
比
べ
て
も
意
味
が
無
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
考
え
た

設
計
を
模
型
で
立
体
に
す
る
こ
と
に

も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

藤
山
：
違
う
場
所
を
想
定
し
た
地
区

計
画
を
し
た
い
で
す
。
人
と
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ

に
、
よ
り
豊
か
な
人
生
を
歩
め
る
よ

う
な
街
並
み
に
し
て
い
く
研
究
を
し

た
い
で
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
、
将
来
の
夢
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

久
次
米
：
設
計
方
面
に
進
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
自
分
が
考
え
た
家

が
お
客
さ
ま
に
気
に
入
っ
て
も
ら
え

て
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
家
を
つ
く

り
た
い
で
す
。

藤
山
：
住
宅
の
設
計
、
イ
ン
テ
リ
ア

に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
し
た
い
で
す
。

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
住
宅
を
設
計
し
、

「
あ
な
た
に
頼
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。



17 16

　
徳
島
県
支
部

徳
島
県
支
部
長
　
梅
田 

貴
文

　

２
０
１
３
年
度
ア
カ
ン
サ
ス
会
徳

島
県
支
部
総
会
を
２
０
１
３
年
６
月

15
日
㈯
に
開
催
し
ま
し
た
。
支
部
総

会
の
後
、
本
学
短
期
大
学
部
音
楽
科

の
熊
谷
公
博
教
授
を
招
き
、「
み
ん

な
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
演
題
で
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
の
研
修
会
と
違
い
、
参
加
者
全

員
で
歌
を
楽
し
む
な
ど
大
変
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
引

き
続
い
て
新
入
会
員
歓
迎
会
を
開
催

し
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
度
の
行
事
は
２
０
１

４
年
６
月
28
日
㈯
に
支
部
総
会
、
続

い
て
本
学
保
健
福
祉
学
部
の
鶯
春
夫

教
授
を
お
招
き
し
て
「
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
と
対
策
」

と
い
う
演
題
で
研
修
会
を
開
催
予
定

で
す
。
研
修
会
終
了
後
、
恒
例
の
新

入
会
員
歓
迎
会
も
７
号
館
パ
ウ
ゼ

（
食
堂
）
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

アカンサス会だより

　

ま
た
、
２
０
１
５
年
度
に
は
学
園

創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
徳
島
県
支
部
は
本
部
、
各
支
部
と

と
も
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

卒
業
生
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
ご
協

力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
香
川
県
支
部

香
川
県
支
部
長
　
石
川 

慎
也

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
ア
カ

ン
サ
ス
会
（
同
窓
会
）
会
員
一
同
お

慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
私
た
ち
卒
業

生
は
、
本
学
を
卒
業
し
た
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
現
役
の
学
生
と
交
流
を

も
ち
、
後
輩
た
ち
を
支
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ア
カ
ン
サ
ス
会
香
川
県

支
部
総
会
の
他
に
、９
月
に
は
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
と
現
役
学
生
と
の
交
流
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
現
役
学
生
の
中

に
は
、
韓
国
か
ら
の
留
学
生
も
加
わ

り
楽
し
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
現
役
学
生
と
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
で
台
湾
へ
の
研
修
旅
行
を

２
０
１
４
年
９
月
12
日
㈮
か
ら
14
日

㈰
ま
で
の
２
泊
３
日
で
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
本
学
と
姉
妹
校
で
あ
る

開
南
大
学
訪
問
や
異
文
化
の
体
験
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
現
役
学
生
の
参

加
者
に
つ
い
て
は
、
ア
カ
ン
サ
ス
会

か
ら
旅
費
の
一
部
を
補
助
い
た
し
ま

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
２
０
１
４
年
度
の
支
部

総
会
お
よ
び
懇
親
会
は
、
２
０
１
４

年
10
月
19
日
㈰
の
杏
樹
祭
期
間
中
に

香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
行
い
ま
す
。

ご
家
族
連
れ
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
の
で
、
母
校
に
遊
び
に
来
て
・
見

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
日
程

が
近
づ
き
ま
し
た
ら
、
改
め
て
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

　
沖
縄
県
支
部

沖
縄
県
支
部
長
　
小
池 

伸
彦

　

平
素
は
沖
縄
県
支
部
の
活
動
に
ご

理
解
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
２
０
１
３
年
９
月
１
日
㈰

に
沖
縄
県
名
護
市
に
お
き
ま
し
て
支

部
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
あ

い
に
く
私
は
業
務
の
た
め
欠
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
多
田
哲
生

【
会
長
】
高
橋
倫
子

【
副
会
長
】
小
西
寿
久
・
堤
美
代
子
・
井

内 

準
・
平 

哲
也
・
内
永
健
太
朗
・
榎

内
光
子

【
理
事
】
大
久
保
純
子
・
市
原
紀
代
香
・

鎌
田
由
美
子
・
鈴
木
久
美
子
・
福
永

由
里
子
・
原 

幸
子
・
藤
井
直
樹
・
小

川
嘉
弘
・
長
江
優
太
・
入
野
恵
子

【
幹
事
】 

平
野
享
子
・
長
尾
久
美
子
・
敷

島
紀
子
・
中
路
裕
子
・
高
田
真
弓
・

古
田
澄
恵
・
清
久
加
代
子
・
石
川
弥
加
・

遠
藤
真
由
美
・
宗
野
真
和
・
廣
瀬
和
美
・

三
宅 

幸
・
河
野
真
由
美
・
岡
山
千
賀

子
・
安
藝
誠
二
・
廣
瀬
勝
盛
・
藤
巻 

晃
・

　

来
年
２
０
１
５
年
に
私
た
ち
の

学
園
は
創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。
学
園
史
に
よ
る
と
、
学
祖

村
崎
サ
イ
先
生
が
徳
島
の
地
に
「
私

立
裁
縫
専
修
学
校
」
の
看
板
を
上
げ

た
の
が
１
８
９
５
年
、
爾じ

来ら
い

、
大
き

な
時
代
の
変
動
の
荒
波
に
耐
え
て
、

１
２
０
年
と
い
う
輝
か
し
い
歴
史
を

刻
ん
で
参
り
ま
し
た
。
１
８
９
５
年

す
な
わ
ち
明
治
28
年
は
、
我
が
国
が

長
い
泰
平
の
眠
り
か
ら
覚
め
て
、
明

治
維
新
・
文
明
開
化
と
い
う
全
く
未

経
験
の
道
を
歩
き
始
め
た
激
動
の
中

で
あ
り
ま
し
た
。
平
成
の
今
、
女
性

は
男
性
に
伍
し
て
働
き
、
名
実
と
も

に
社
会
を
支
え
る
構
成
員
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
学
園
創
設
時
の

明
治
に
あ
っ
て
は
、
女
に
学
問
は
要

ら
ぬ
、
と
い
う
の
が
時
代
の
通
念
で

し
た
。
そ
の
通
念
に
真
っ
正
面
か
ら

向
き
合
い
、「
女
も
独
り
立
ち
が
出

来
ね
ば
な
ら
ぬ
」
の
信
念
を
掲
げ

て
、
村
崎
学
園
は
創
立
さ
れ
た
の
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
学

園
は
発
展
の
一
途
を
た
ど
り
、
男
女

共
学
と
な
っ
て
、
サ
イ
先
生
の
建
学

の
志
で
あ
っ
た
「
女
も
独
り
立
ち
が

出
来
ね
ば
な
ら
ぬ
」
は
、
校こ

う

是ぜ

「
自

立
協
同
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

終
戦
の
年
、
徳
島
空
襲
で
サ
イ
先

生
は
学
舎
と
と
も
に
壮
絶
な
殉
職
を

遂
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
教
育
へ

の
情
熱
は
、
女
性
だ
け
に
向
け
ら
れ

た
思
い
を
超
え
て
、
学
問
を
志
す
全

ア
カ
ン
サ
ス
会
だ
よ
り

　アカンサス会は、徳島文理大学・徳島文理大学短期大学部卒業の同窓生
で、会員相互の親睦をはかるとともに卒業生と母校との連絡を密にし、母
校の発展を期することを目的とした同窓会の名称であり 1967 年に設立さ
れました。本会ではこの目的を達成するために、親睦会・講演会・講習会
の開催などの事業を行っています。また、2009年に徳島県支部・香川県支部、
2011 年に沖縄県支部を設立し、各支部とも各県出身者を中心にそれぞれ
活動を行っています。
　同窓生交流の場として、2015 年 10 月 10 日㈯は徳島キャンパス、10 月
17 日㈯は香川キャンパスにて学園創立 120 周年のホームカミングを開催
いたします。詳細につきましては本誌 5 ページに掲載しております。
　さらに、毎年 4 月に、アカンサス会会員の皆さまに『徳島文理大学通信
アカンサス』をお送りし、現在の大学の状況をお知らせしています。また、

「徳島文理大学公開講座」を毎年 5 月から徳島・香川両キャンパスにて開
催し、毎回さまざまな分野の著名人をお招きしています。今年度の予定は、
本誌 18 ページに掲載しております。ぜひ皆さま方お誘い合わせのうえ、
ご参加ください。

〒770－8514 徳島市山城町西浜傍示 180　徳島キャンパス
アカンサス会事務局

TEL・FAX：088－602－8726（直）（平日 10：00 〜 15：30）
E－mail：acanthus@tks.bunri-u.ac.jp
※氏名・住所など変更の場合は必ずご連絡ください。

アカンサス会
事務局

  ◆お問い合わせ先

徳島県・沖縄県
支部

〒 770－8514　徳島市山城町西浜傍示 180
　　　　　　　徳島キャンパス　アカンサス会事務局
TEL・FAX：088－602－8726（直）
問い合わせ時間：10：00〜15：30
E－mail：acanthus@tks.bunri-u.ac.jp

香川県支部
〒 769－2193　香川県さぬき市志度 1314－1
　　　　　　　徳島文理大学　香川キャンパス
TEL：087－894－5111（内線 7308　島崎）
E－mail：acanthus@kgw.bunri-u.ac.jp

て
の
若
者
に
送
る
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
結
実
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
の
そ
の
頃
、
母
校
と
同
様
の

女
子
教
育
の
場
が
次
々
と
開
設
さ
れ

ま
し
た
。共
立
女
子
大
学（
１
８
８
６

年
）、
実
践
女
子
大
学
（
１
８
９
９

年
）、
京
都
女
子
大
学
（
１
８
９
９

年
）、
日
本
女
子
大
学
（
１
９
０
１

年
）、
大
妻
女
子
大
学
（
１
９
０
８

年
）
等
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
新

島
八
重
の
同
志
社
女
子
大
学
創
設
は

１
８
７
６
年
で
し
た
。

  

皆
さ
ま
、
来
年
は
創
立
１
２
０
周

年
の
記
念
式
典
と
と
も
に
、
ア
カ
ン

サ
ス
会
で
も
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
母
校
に

お
帰
り
い
た
だ
き
そ
の
発
展
を
見
届

け
る
と
と
も
に
、
学
友
や
恩
師
と
の

再
会
を
果
た
さ
れ
ま
す
よ
う
、
ご
案

内
か
た
が
た
ご
参
会
の
お
願
い
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

板
東
博
士
・
井
村
幸
子
・
福
富
史
恵
・

島
𥔎
怜
奈

【
顧
問
】
桐
野 

豊
・
村
崎
正
人
・

　
　
　

佐
藤
敬
子
・
藤
田
義
彦

【
参
与
】
早
雲
洋
一
・
名
越
一
二
三
・

　
　
　

森
山
和
則

【
監
査
】
安
藝 

武
・
出
口
裕
子

【
徳
島
県
支
部
長
】
梅
田
貴
文

　

同
事
務
担
当　

犬
伏
知
子

【
香
川
県
支
部
長
】
石
川
慎
也

　

同
事
務
担
当　

遠
藤
真
由
美

【
沖
縄
県
支
部
長
】
小
池
伸
彦

　

同
事
務
担
当　

松
下
純
子

◎
２
０
１
３
年
度
ア
カ
ン
サ
ス
会
役
員
会
を
３
月
１
日
㈯
に
開
催
し
、
役
員
改

選
を
行
い
ま
し
た
。
２
０
１
４
年
度
役
員
は
以
下
に
決
定
承
認
し
ま
し
た
。

星せ
い

霜そ
う

１
２
０
年 　
　

                  　
　
ア
カ
ン
サ
ス
会
　
会
長
　
高
橋 

倫
子 

アカンサス会

支部からの
お知らせ

  ◆ 2０１4 年度  支部総会の開催予定

開催日：６月 28 日㈯　10 時〜
会　場：徳島文理大学

徳島キャンパス
ボストンホール（5 号館）

徳島県支部

皆さまのご参加をお待ちしております。なお、詳
しくはアカンサス会のホームページをご覧下さい。

［URL］http://www.bunri-u.ac.jp/acanthus/

香川県支部

開催日：10 月 19 日㈰　11 時〜
会　場：徳島文理大学

香川キャンパス
（大学祭：杏樹祭最終日）

沖縄県支部
開催日：９月６日㈯　16 時〜
会　場：パシフィックホテル沖縄

098–868–5162

６
万
５
０
０
０
人
の
卒
業
生
と
大
学
を
つ
な
ぐ

徳
島
文
理
大
学
・
徳
島
文
理
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会

理
工
学
部
長
ほ
か
、
大
学
か
ら
多
く

の
先
生
方
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
。
会
は
名
護
地
区
副
支
部
長
の
司

会
の
も
と
、
２
０
１
２
年
度
活
動
報

告
、
同
会
計
報
告
、
沖
縄
県
支
部
新

役
員
の
選
出
・
承
認
、
沖
縄
県
支
部

会
則
の
承
認
な
ど
、
滞
り
な
く
進
行

し
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

小
旅
行
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
行
事
の
案
が
出
さ
れ
る

な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

　

２
０
１
４
年
度
沖
縄
県
支
部
総
会

は
、
大
学
の
保
護
者
会
那
覇
地
区
が

開
催
さ
れ
る
２
０
１
４
年
９
月
６
日

㈯
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
沖
縄
で
16

時
か
ら
開
催
の
予
定
で
す
。
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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８
年
目
と
な
る
「
徳

島
文
理
大
学
公
開
講

座
」
を
本
年
度
も
全
６

回
無
料
で
開
催
し
ま

す
。
各
界
で
活
躍
す
る

リ
ー
ダ
ー
を
お
招
き

し
、
科
学
・
技
術
、
ビ

ジ
ネ
ス
、
文
化
な
ど
に

お
け
る
課
題
に
つ
い

て
、
各
講
師
独
自
の
視

点
と
深
い
洞
察
に
裏
付

け
ら
れ
た
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
す
。

　

講
演
後
に
は
本
学
教

員
を
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

私
た
ち
が
進
む
べ
き
方

向
と
戦
略
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
友

人
や
ご
家
族
と
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
開
催
し

ま
し
た
公
開
講
座
の
内

容
を
ま
と
め
た
書
籍

『
公
開
講
座
か
ら
学
ぶ

知
得
流
儀
（
し
っ
と
く

り
ゅ
う
ぎ
）
…
キ
ボ
ウ

…
』
を
発
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一

読
い
た
だ
き
本
講
座
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　創立 31 年目を迎え「自立協同」の建学精神に則り、校訓の「正しく強
く美しく」を実践できる人間の育成に努力しております。
　本校の教育方針は「豊かな心と創造的態度の育成」「基礎的・基本的事
項の体得」「能力の開発と個性の伸長」「国際性豊かな人材の育成」「日本
文化の尊重」をめざしています。
　具体的には、充実した 3 つの図書室（低・中・高学年）と学級文庫を通
して読書指導に力を入れています。読書で培われた「読む力・書く力」が
身につき、感想文や意見文が全国的に高い評価を受けています。また、そ
の感性をいかして短歌・俳句・詩などに顕著な成果を上げています。情操
面では、「会釈や挨拶ができる子、思いやりの心をもつ子」を育てること
に取り組んでいます。英語は開校以来、1 年から ６ 年まで週 ２ 時間教科と
して特設（高学年ではそのうち 1 時間をネイティブスピーカー教師が指導）
し、段階的、発展的な授業を展開しています。全校茶会や一味会（音楽や
英語劇）、古典文学、百人一首・四字熟語・ことわざかるたとりをすること
によって、日本の伝統文化に慣れ親しむ態度を育成しております。なお、文
理補充教材を使い６年間で７年間の時数を確保し内容を充実させています。

　環境に優しい安心・安全な校舎、充実した施設設備と本格的な日本庭園、
広々とした運動場等、本校の教育環境は理想的なものとなっています。
　「第一志望はゆずれない」を合言葉に、高い目標に向かって切磋琢磨し
ている生徒と経験豊富な教職員の信頼関係が、東大 50 人、国公立大学医
学科 ２03 人、徳島文理大学 ２5７ 人（過去 10 年間）に代表される顕著な合
格実績を生んでいます。
　オーストラリアでの語学研修も軌道に乗り、北京師範大学第二附属中学
とは、友好交流 34 年目を迎えています。活躍する部活動を応援し、楽し
いマイペースの部活動も奨励しています。剣道部は全国上位をめざして頑
張っています。文化祭は活気あふれる多彩なプログラムとなり、吹奏楽部
も熱心に活動しています。体育祭は各クラスの絆を深める絶好の機会とな
り、高 3 生の応援合戦は本格的な受験勉強への出陣式となっています。
　本校は、このように進学指導を中核として、品位と知性に富む、２1 世
紀をリードする国際人を育成する教育をめざしています。

　本幼稚園は、学園の建学精神である「自立協同」を基本的理念とし、
具体的なものとして ｢健康・知性・徳性｣ の 3 つの基本的教育方針を掲
げています。それに沿って子どもたちを育成し、徳島文理小学校・中学
校・高等学校教育へと繋げています。
　また、子どもたちが良い環境下で多くのことを経験すれば、子どもた
ちの能力は驚くほど伸びるものであると考え、本園では、望ましい環境
づくりに全力を尽くしています。大学附属幼稚園としての利点を十分に
いかし、充実した施設設備と優秀な教員がそろう総合大学の協力体制の
もと、質の高い保育をめざしています。
　さらに、保護者のための育児講座、預かり保育など子育て支援にも力
を注ぎ、幼児が家庭から離れて社会生活を開始する第一歩を、安全で、
安心して踏み出せるようサポートしています。今後とも学園の一貫教育
の一翼を担う幼稚園としての責任を果たしたく思っています。

　村崎学園は、明治 28 年（1895 年）、村崎サイが「女も独り立
ちが出来ねばならぬ」との信念のもとに、私立裁縫専修学校を創
立したのにはじまります｡ サイの信念は、建学精神「自立協同」
として受け継がれ、119 年間にわたり創立者の「自立」をもって
一貫してきています。
　昭和 20 年（1945 年）、徳島空襲で創立者は校舎と運命を共にし
ました。戦野から帰還した前理事長村崎凡人は、学園の復興に精
魂を傾け、幼稚園から大学院までを完成し、総合学園として、独
立心と国際性豊かな人材の育成に励みました。
　その後、村崎正人理事長は、大学において、徳島キャンパスに
総合政策学部、香川キャンパスに理工学部・香川薬学部、両キャ
ンパスにまたがる保健福祉学部を設置し、現在では大学・短期大
学部合わせて 9学部 26 学科、5大学院、１専門職大学院 3専攻科、
そして 5研究所、１相談室を有する西日本有数の総合大学へと発
展させ、地域の文化学術の向上に貢献しています。
　学園で学ぶ者は、優れた教授陣と最新鋭の施設、設備が備わっ
た教育環境の中で充実した学園生活を送り、豊かな感性と時代を
担う着実な「チカラ」をつけています。
　学園は建学精神を体し、それぞれの学校が自立して相互に連携
している共同体です。今後とも幼稚園から大学院までの各校が協
同し私学教育発展のため学園の伝統を基に、さらなる進歩を続け
てまいります。

村崎学園紹介
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6 月 11 日㈬　押田茂實氏：「科学の進歩と真相究明  ―DNA 型鑑定と具体的な再審事件―」
日本大学名誉教授（法医学）、神楽坂法医学研究所所長

6 月 26 日㈭　小菅正夫氏：「命の輝き  ―動物の生態（生と死）から学ぶこと―」
北海道大学客員教授、旭山動物園前園長

7 月 2 日㈬　寺田親弘氏：「新しい『あたりまえ』を創る〜ビジネスの出会いを資産に変え、働き方を革新する〜」
Sansan 株式会社代表取締役社長

5 月 16 日㈮　中西幹育氏：「自然エネルギーの活用」
株式会社事業創造研究所代表取締役、株式会社タイカテクニカルアドバイザー、
静岡大学イノベーション社会連携推進機構客員教授、アース研究会会長

6 月 13 日㈮　村山昇作氏：「事業化の視点から見た iPS 細胞テクノロジー」
iPS アカデミアジャパン株式会社代表取締役社長、百十四銀行顧問

6 月 27 日㈮　小菅正夫氏：「命の輝き  ―動物の生態（生と死）から学ぶこと―」
北海道大学客員教授、旭山動物園前園長

■徳島文理大学公開講座 2014 （徳島キャンパス：16:30〜18:30　香川キャンパス：15:00〜17:00）

徳
　
島

香
　
川

香　川 ₈ 月 23 日㈯ 13：00 〜 16：00
 JR ホテルクレメント高松

愛　知 ₈ 月 23 日㈯ 13：00 〜 16：00
 名古屋ガーデンパレス

愛　媛 ₈ 月 26 日㈫ 13：00 〜 16：00
 松山全日空ホテル南館

鹿児島 ₈ 月 27 日㈬ 14：00 〜 17：00
 鹿児島東急イン

高　知 ₈ 月 29 日㈮ 14：00 〜 17：00
 ザ クラウンパレス新阪急高知

徳　島 ₈ 月 30 日㈯ 13：00 〜 16：00
 ホテルクレメント徳島

大　阪 ₈ 月 30 日㈯ 13：00 〜 16：00
 大阪ガーデンパレス

兵　庫 ₈ 月 31 日㈰ 13：00 〜 16：00
 神戸東急イン

広　島 ₉ 月 ₅ 日㈮ 14：00 〜 17：00
 シェラトンホテル広島 

福　岡 ₉ 月 ₆ 日㈯ 14：00 〜 17：00
 博多都ホテル

岡　山 ₉ 月 ₇ 日㈰ 13：00 〜 16：00
 ピュアリティまきび

和歌山 ₉ 月 ₇ 日㈰ 13：00 〜 16：00
 ホテルグランヴィア和歌山

 ₉ 月 ₆ 日㈯ 13：30 〜 17：00
 パシフィックホテル沖縄

沖　縄 ₉ 月 ₇ 日㈰ 13：30 〜 17：00
 ホテル　ゆがふいんおきなわ

 ₉ 月 ₈ 日㈪ 13：30 〜 17：00
 東京第一ホテル  オキナワグランメールリゾート

鳥取・島根 ₉ 月 13 日㈯ 13：00 〜 16：00
 米子ワシントンホテルプラザ
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